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Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ
集団活動やその指導の自信 ２．８６ ０．６６ ３．７０ ０．７２ －１１．９１＊＊＊
自然に対する理解と不測の事態への対応 ２．５８ ０．６０ ３．３５ ０．８０ －１０．３１＊＊＊
野外活動の技術 １．９４ ０．７８ ３．１３ ０．８７ －１２．５８＊＊＊
子どもに対する接し方 ３．７０ ０．９３ ４．２１ ０．８２ －６．１０＊＊＊










人前で自分の意見がはっきり言える ２０．４ ５４．５ ３４．１
集団にゲームなどの指導をするのが得意である ６．８ ３５．２ ２８．４
道具などの使い方を他人に説明するのが得意である ９．１ ４２．１ ３３．０
集団宿泊研修の意義が理解できる ２３．９ ７０．５ ４６．６
自分の技能や知識を他人のために役立てたい ４７．７ ７６．１ ２８．４
子どもの考え方や感じ方が理解できる ３４．１ ６３．７ ２９．６
自然に対する理解と不測の事態への対応（６項目）
突発的な事柄にも落ち着いて対応できる ２２．８ ５０．０ ２７．２
キャンプ生活で予想される危険をたくさんあげることができる ５．６ ４２．１ ３６．５
環境教育や自然教育についての知識に自信がある ２．３ ２６．１ ２３．８
自然の中では天候が急に変化した場合のことを常に考えて行動している ２３．９ ６４．８ ４０．９
虫や動物についての知識に自信がある ６．８ ２０．５ １３．７
天候変動に柔軟に対応できる ２３．８ ６０．２ ３６．４
野外活動の技術（３項目）
キャンプの技術や知識に自信がある ６．８ ２１．６ １４．８
登山の技術や知識に自信がある ３．４ ２５．０ ２１．６
野外での火起こしや炊事の技術や知識に自信がある １２．５ ６２．５ ５０．０
子どもに対する接し方（３項目）
どんな子どもにも気軽に話ができる ６３．７ ７９．５ １５．８
子どもの遊び相手が得意である ６２．５ ７９．５ １７．０
子どもの意見をよく聞いて話し相手になることができる ５７．９ ８１．８ ２３．９
仲間との協力関係（２項目）
子どもに適切な生活や活動等の指導ができる １４．８ ５６．８ ４２．０


































































子どもの指導への意欲・主体性 ６１．４ ７１．６ １０．２
子どもへの指導に関する知識 ７１．６ ７５．０ ３．４
社会教育の目的・意義の認識 ６３．６ ６４．８ １．２
子どもに生活習慣，社会的ルールを指導する能力 ５８．０ ７２．７ １４．７
子どもの自然体験活動に対する意義と価値の理解 ５０．０ ６４．８ １４．８
参加する子どもたちをまとめる能力 ７５．０ ８３．０ ８．０
自然体験活動プログラムの企画・運営に対する教員間の共通理解 ５５．７ ７８．４ ２２．７
計画どおりに進まなかった際の判断力 ５９．１ ８４．１ ２５．０
子どもたちを自主的に行動できるように促す能力 ６２．５ ７６．１ １３．６
目標速成のための連絡調整能力 ６０．２ ７３．９ １３．７
安全管理や安全指導の能力・知識（８項目）
子どもへの安全指導の能力 ８８．６ ８９．８ １．２
子どもが危険な場面，事故等に遭遇した場合の対応能力 ８７．５ ９０．９ ３．４
教員自らの野外活動，応急処置に関する基礎的な技術 ７７．３ ７３．９ ‐３．４
教員自らが健康管理ができること ８０．７ ７８．４ ‐２．３
子どもの心をケアする能力 ７０．５ ７５．０ ４．５
子どもの安全・保健面における判断力 ８１．８ ８３．０ １．２
事故等への応急処置に関する知識 ７９．５ ８０．７ １．２
一般社会人としてのマナーと常識をもつこと ７７．３ ７６．１ ‐１．２
自然体験活動に関する知識（７項目）
教員自身に自然観察や野外活動等の経験があること ６５．９ ６８．２ ２．３
自然環境の保全と活用に関する知識 ５３．４ ６３．６ １０．２
動植物，森林等の自然に関する知識 ４５．５ ４８．９ ３．４
子どもの自然観察・自然理解を指導する技術 ５０．０ ６７．０ １７．０
野外活動に関する知識 ６３．６ ７９．５ １５．９
自然体験活動を実施する場（海・山）の知識 ７１．６ ６３．６ ‐８．０
自然の中から情報を読み取る能力 ６０．２ ６５．９ ５．７
自然体験活動のための企画・指導技術（３項目）
子どもにレクリエーションやゲーム等を指導する技術 ５２．３ ７１．６ １９．３
子どもに野外活動を指導する能力 ７０．５ ７０．５ ０．０
自然体験活動プログラムを企画・開発する能力 ５６．８ ６７．０ １０．２
プログラムを推進するための状況予測力と対人関係力（６項目）
活動に協力してもらう人々との対人関係づくり能力 ６０．２ ８１．８ ２１．６
人権に配慮し，言葉遣いが正確で丁寧であること ５０．０ ５８．０ ８．０
危機的状況に対する対応を予見しながらプログラムを推進する能力 ７１．６ ８４．１ １２．５
教員の性格が明るいこと ５９．１ ７８．４ １９．３
参加する子どもたちの相互人間関係づくりを支援する能力 ６５．９ ８０．７ １４．８
プログラムの企画段階で状況の変化を予見する能力 ５２．３ ７６．１ ２３．８
自然体験活動への関心・意欲（３項目）
自然体験活動への情熱 ３８．６ ６１．４ ２２．８
自然体験を教員自らが楽しめる感覚，構え ６３．６ ８５．２ ２１．６
教員自身が自然に関する興味・関心をもつこと ７０．５ ７９．５ ９．０
体力・健康（２項目）
教員自身に体力があること ５２．３ ６２．５ １０．２
教員自身が元気であること ８０．７ ８８．６ ７．９
３．教員養成課程における自然体験活動の必要性
事後調査で教員養成課程における自然体験活動の必要
性について尋ねたところ，「必要だと思う」と回答した
教職志望学生は９７．７％となっており，ほぼ全員が教員養
成課程において自然体験活動が必要だと感じていること
が分かった（図１）。
そこで，なぜ教員養成課程に自然体験活動が必要だと
思うのか，その理由について尋ねたところ，「教員になっ
た際，野外活動の経験が不足だと生徒達に指導すること
ができないと思うから。」，「自分自身が体験していなけ
れば，生徒に適切なアドバイスができないと感じたから。」，
「子ども達に自然の大切さや危険を知ってもらうために
は，まずは自分自身が体験しておく必要があると思った
から。」，「将来，勤務した学校でキャンプがなくても，
遠足などの野外活動でも生かせる部分があると思ったか
ら。」，「生徒と良い人間関係を築くためには学ぶ側の気
持ちを理解していないといけないと思うので，教員にな
るうえで両方の気持ちを知るということが大切だと思っ
たから。」といった将来の生徒指導に関する意見が多数
挙げられていた。また，「自然という非日常的な環境で
自分のことを見つめ直すことで，自分の持っていた良い
部分や知らなかった一面を見つけることができたから。」，
「行く前と行った後では，自然体験や集団生活に対する
気持ちが変わったから。」，「普段できないことを実習で
経験することで，今までより考える視野が広がったから。」，
「カウンセラーの姿を見ていたら，自分もいつかは教え
る側に立つんだという意識が高まり，教員を目指してい
く上で大切な感情を学ぶことができたから。」といった
自分自身の成長に関する意見も見られた。
４．教員になるうえで役立つと思ったこと
キャンプ体験の中で教員になるうえで役立つと思った
ことの有無について尋ねたところ，「ある」と回答した
教職志望学生は９７．７％となっており，ほぼ全員がキャン
プ体験は教員になるうえで役立つと感じていることが分
かった（図２）。
そこで，役立つと思った理由を具体的に尋ねたところ，
「カウンセラーやスタッフのアドバイスを聞いて，この
ように言ったら生徒達が考えやすいのだなということが
勉強になった。」，「カウンセラーの人たちを見て，細か
い所まで見ながら指導しなくてはならないと改めて思っ
た。」，「スタッフを見て，スケジュールやゲームの内容
など何か説明をする際に分かりやすく話せることが大事
だと思った。」，「もし自分がカウンセラーだったらと考
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報 第３号
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えながら班のメンバーの個性や行動を見ていたら，一人
ひとりの良い部分が見えてきた。こういう“目”は，教
員になった時にとても役立つと思った。」などカウンセ
ラーやスタッフからの学んだことが多数挙げられていた。
また，「様々な人とコミュニケーションを取ったり，危
険を予知して安全に活動できるように意識したりするこ
とは，教員が生徒を指導する時に大切だと思った。」，
「自分が教員という立場として答えを言うのではなく、
ちょっとしたキッカケを与え、班員のみんなで考えさせ
たりすることが役立つなと思った。」，「教えるばかりで
なく，気づかせる指導も重要であると思った。」，「ＡＳ
Ｅのようなことを取り入れると生徒同士のコミュニケー
ションが高まり，普段の授業でも楽しく授業ができると
思った。」，「キャンプで料理をする際，火をつけたり，
料理を作ったりすることを教えられるようになったと思っ
た。」など指導法に関する学びについての意見が挙げら
れていた。
図２ 教員になるうえで役立つと思ったこと
Ⅴ．考 察
本研究は，教員養成課程にキャンプ体験を取り入れる
ことにより，教職志望学生の自然体験活動の指導力にど
のような教育効果があるのかを明らかにすることを目的
にし，さらに，このようなキャンプ体験をすることで，
教職志望学生が学校教員に求められる自然体験活動指導
の資質・能力についてどのように考えるのかについても
加えて検証することとした。
その結果，自然体験活動の指導力の変容については，
「集団活動やその指導の自信」，「自然に対する理解と不
測の事態への対応」，「野外活動の技術」，「子どもに対す
る接し方」，「仲間との協力関係」のすべての因子に有意
な向上が認められた。このことから，教員養成課程にお
けるキャンプ体験は教職志望学生の自然体験活動の指導
力を向上させる効果があることが明らかとなった。
このうち，最も大きな向上が見られたのは「野外活動
の技術」であった。しかし，この因子は，事前調査，事
後調査ともに他の因子より低い値を示していた。実習に
参加した教職志望学生に教員養成課程における自然体験
活動の必要性について尋ねたところ，「教員になった際，
野外活動の経験が不足だと生徒達に指導することができ
ないと思うから。」，「自分自身が体験していなければ，
生徒に適切なアドバイスができないと感じたから。」と
いった意見が挙げられていた。つまり，本研究における
「野外活動の技術」の得点の低さは，昨今指摘されてい
る教職志望学生の生活体験の不足が如実に表れた結果で
はないかと推察される。しかし，キャンプ体験によって
「野外活動の技術」に大きな向上効果が見られたことか
ら，教員養成課程においてキャンプ体験を実施すること
は，教職志望学生の生活体験不足を補完するとともに，
教員として自然体験活動の指導力を向上させる貴重な機
会になっていると考える。
そこで，キャンプ体験前後の指導力の変容を項目ごと
にみてみると，最も変化が大きかった項目は「野外での
火起こしや炊事の技術や知識に自信がある」で，「あて
はまる」と回答した学生は，キャンプ前は１割強だった
のに対し，キャンプ後は６割強になっていた。つまり，
自然体験活動の指導力の中でも，野外炊事の指導につい
ては，半数以上の教職志望学生が自信を持てるようになっ
たことが分かった。今回の実習は「野外活動に関する基
礎的な知識や技術を習得させる」ことをねらいのひとつ
としていた。そのため，食事の大半は野外炊事となって
おり，繰り返し野外炊事を経験したことにより，野外炊
事の指導に対して自信を持つことができたのではないか
と考える。このように火起こしや炊事の技術に自信を持
てたことは，教員の自然体験活動の指導力を養う上で大
きな成果だと言える。なぜなら，学校でキャンプなどの
集団宿泊活動を行う際，自然体験活動の定番として野外
炊事を取り入れる学校は多い。そのため，教員として野
外炊事の指導に対して自信を身につけておくことは，今
後の教育活動や指導に対する自信にもつながるものと考
える。
野外炊事の指導以外にも，キャンプ後に「子どもに適
切な生活や活動等の指導ができる」や「集団宿泊研修の
意義が理解できる」ようになったと感じている学生が４
割以上いることも分かった。教員になるうえで役立つと
思ったことについて尋ねたところ，「カウンセラーやス
タッフのアドバイスを聞いて，このように言ったら生徒
達が考えやすいのだなということが勉強になった。」，
「自分が教員という立場として答えを言うのではなく，
ちょっとしたキッカケを与え，班員のみんなで考えさせ
たりすることが役立つなと思った。」といったことが挙
キャンプ体験が教職志望学生の自然体験活動の指導力に及ぼす影響
―２６―
げられていた。このように，教員養成課程にキャンプ体
験を導入することは，教職志望学生が自然体験活動の知
識や技術に自信を持てるようになるだけではなく，自ら
の体験を通して体験活動の意義を理解するとともに，新
たな生徒指導法を学ぶ貴重な機会となっていると言える。
次に，学校教員に求められる自然体験活動指導の資質・
能力に対する意識の変容については，「安全管理や安全
指導の能力・知識」を除く全ての因子に有意な向上が認
められた。このことから，教員養成課程におけるキャン
プ体験は，教職志望学生に学校教員が自然体験活動指導
の資質・能力を有する重要性を理解させる効果があるこ
とが明らかとなった。
キャンプ体験によって，大きな向上が見られたのは
「自然体験活動プログラムへの共通理解と集団指導力」
や「プログラムを推進するための状況予測力と対人関係
力」，「自然体験活動への関心・意欲」であった。そこで，
キャンプ体験前後の意識の変容を項目ごとにみたところ，
教員が自然体験活動の指導をする際には「計画どおりに
進まなかった際の判断力」や「プログラムの企画段階で
状況の変化を予見する能力」，「自然体験活動への情熱」
といった資質能力が重要だと感じた学生が多いことが分
かった。
キャンプは人が制御できない自然環境の中で行われる
ため，時として荒天等によって活動内容や時間，場所の
変更や調整を余儀なくされることがある。そのため，企
画段階である程度の気象の変化を予測するとともに，予
め荒天時の対応（代替活動，場所・時間調整等）を考え，
状況に応じて指導者が瞬時に的確な判断を下せるように
しておかなければならない。今回の実習でも，雨天によっ
ていくつかの活動が変更になることがあった。その際，
カウンセラーやスタッフは臨機応変にキャンパーに的確
な指示を出し，プログラムの進行や活動の指導を行って
いた。組織キャンプにおいて，寝食を共にしながらプロ
グラムの指導と生活の援助を行うカウンセラーは，キャ
ンパーに大きな影響を与えると言われている20)。そのた
め，このようなカウンセラーやスタッフの的確な動きを
見たことで，自分たちが教員になって自然体験活動を指
導する際には，計画どおりに進まなかった際の判断力や
状況の変化を予見する能力が必要だと感じたのではない
かと推察される。
なお，「安全管理や安全指導の能力・知識」について
は有意な向上は見られなかったが，事前調査，事後調査
ともに他の因子に比べて高い値を示していた。近年，学
校教育に限らず，様々な場面で子どもの安全管理，安全
教育の重要性が指摘されている。そのため，「安全管理
や安全指導の能力・知識」については，学校の授業や行
事で自然体験活動を行う，行わないにかかわらず，教員
の資質能力としてそもそも重要性であると認識されてい
たのではないかと推察される。また，北翔大学では，野
外教育実習のほか野外教育に関する科目が６科目あり，
特に基礎科目となる「野外教育論」は「野外教育実習」
と同時期開講の学科必修として展開され，その中で安全
教育が徹底されており，その点も大きく影響しているの
ではないかと考える。この２点により「安全管理や安全
指導の能力・知識」については，キャンプ体験によって
大きな変化が見られなかったのではないかと推察される。
Ⅵ．結 論
本研究の結果，以下のことが明らかとなった。
① 教員養成課程におけるキャンプ体験は，教職志望
学生の自然体験活動の指導力を向上させる効果があ
り，その効果は「野外活動の技術」に顕著に見られ
た。
② 教員養成課程におけるキャンプ体験は，教職志望
学生に学校教員が自然体験活動指導の資質・能力を
有する重要性を理解させる効果があり，教員が自然
体験活動を指導するためには，計画どおりに進まな
かった際の判断力や状況の変化を予見する能力が必
要だと感じている教職志望学生が多かった。
本研究の結果より，教員養成課程におけるキャンプ体
験は，教職志望学生の自然体験活動の指導力を向上させ
る効果や教職志望学生に学校教員が自然体験活動指導の
資質・能力を有する重要性を理解させる効果があること
が明らかになった。しかし，ここで特筆すべき点は，教
職志望学生の自然体験活動の指導力の向上にカウンセラー
やスタッフの存在が大きな影響を及ぼしている点である。
これまで，キャンプ体験における教育効果の検証にお
いては，主としてプログラム（期間，環境，季節等）や
アクティビティ（冒険教育，環境教育，ふりかえり等）
による効果の違いに着目した研究が多く，カウンセラー
の資質能力に着目し，教育効果の差異を検証した研究は
数少ない。教師という指導者を目指す教職志望学生にとっ
て，カウンセラーは指導者としての身近なロールモデル
になるため，その影響が強いことは大いに予想される。
そのため，今後は，本研究の成果を踏まえ，教職志望学
生の自然体験活動の指導力の向上要因について検証をし
ていくことが必要だと考える。
付 記
本研究は，私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「北
海道型スポーツ振興システムの構築」（平成２３年～平成
２５年）の助成を受けて実施したものである。
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